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明治１２年、登米郡長の半田卯内・西条佐
助（加茂川佐助）ら旧士族や、ハリストス
教会信者が中心となって、商社「広通社」
を設立しました。この商社は蒸気船「広通
丸」を用いて、米や生糸、海産物などの
物資を売買して飛躍的に成長し、明治１３
年に「横山製糸場」を設置しました。軌道
に乗った矢先、広通社社員の一人が米相
場に手を出して失敗し商社共々廃業とな
りましたが、製糸場は県や地域の協力で、
明治１４年３月「横山製糸会社」として新
たな会社に生まれ変わり経営を続けまし
た。昨年度に寄贈を受けた文書類には、
このころの金銭の出し入れや建物配置図
などがあり、市内の産業資料として貴重
なものとなっています。

＝横山製糸会社関係文＝横山製糸会社関係文書書＝＝

歴史博物歴史博物館館
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。
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。
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に
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水
沢
県
庁
記
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、
落
成
後
に
県
庁
舎
と

所在地：〒９８７－０７０２　登米町寺池桜小路１番地５　
問い合わせ：水沢県庁記念館　緯 ０２２０（５２）２１６０

水沢県庁記念館
（登米）

ふふ
るる
ささ
とと

訪訪
ねね
ああ
るる
記記

文書には明治１２年から３０年代までの金銭の出し入れや
建物配置図などが残っています

 　みなみかた花菖蒲まつみなみかた花菖蒲まつりり
６月１６                                 ６月１６日日（（土）土）～７月５日～７月５日（（木）木）

　　　　　　　　　　　         開園時間 午前９時～午後４時３開園時間　午前９時～午後４時３ ０分０分
場 所 南方花菖蒲の郷公　　　　　　　　　　　        場　　所　南方花菖蒲の郷公園園
イベント モデル撮影　　　　　　　　　　　        イベント　モデル撮影会会（（６/２４）ほか６/２４）ほか

【問い合わせ】南方総合支所地域生活　　　　　　　　　　　　　　　     【問い合わせ】南方総合支所地域生活課課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     緯緯 ００ ２２ ２２ ０（５０（５ ８）２８）２ １１ １１ ２２   

東和東和のの

ゲンジボタゲンジボタルル（国天然記念物（国天然記念物））

見ごろ　６月下旬～７月上旬

場　所　東和町米川鱒渕地区
※発生時期は天候や気温によって変わる場合もあります

※国道３４６号沿いに看板を掲示しています

【問い合わせ】産業経済部商工観光課　緯 ０２２０（３４）２７３４


